
学会 の うごき

▼北海道支部

１．幹事会，総会
•第１回幹事会（H26 年度）

平成 26 年 5 月 31 日，KKR 札幌，出席 16 名
議　題： 支部運営（役員の改選，活動報告，会計報

告），支部見学会
•第 2 回幹事会（H26 年度）（メール審議）

平成 27 年 1 月 7 日
議　題：支部運営（活動計画，予算案）

•第 3 回幹事会（H26 年度）
平成 27 年 3 月 3 日，北海道大学，出席 9 名
議　題： 役員選挙の開票，支部役員候補者，支部表

彰，支部活動の活性化
2．支部見学会

平成 26 年 10 月 4 日，参加者 25 名
 町村牧場（バイオマス発電），岩見沢市農家（ビスト
ロ下水道，農家堆肥盤），小林酒蔵

3．支部作製DVDの頒布
• 水質測定教材「水環境をまもる～河川での採水と現

地測定～」を販売。

▼東北支部

１．幹事会
•第１回幹事会

開催日：2014 年 5 月 31 日（土）
場　所：仙台市戦災復興記念館 4 階第 3 会議室
出席者：20 名
内　容：総会・講演会，2014 年度活動計画等

•第 2 回幹事会
開催日：2014 年 12 月 10 日（水）
場　所：仙台市宮城野区中央市民センター第一会議室
出席者：21 名
内　容： 支部セミナー，支部研究発表会，東北水す

まし賞等
２．支部総会

開催日：2014 年 5 月 31 日（土）
場　所：仙台市戦災復興記念館　第 5 会議室

３．支部講演会
開催日：2014 年 5 月 31 日（土）
場　所：仙台市戦災復興記念館　第 5 会議室
参加者：46 名

平成26年度支部活動報告書

◇活動報告

現在，公益社団法人日本水環境学会には，７つの支部と 20 の研究委員会があり，それぞれ活発な活動を続けています。
これらの活動を広く会員の方々に知っていただくため，前年度の活動報告をご紹介いたします。ご参考までに連絡先リス
トも掲載いたします。皆様の研究活動発展の一助になれば幸いです。

会議 月日 場所 主な議題

第３回
編集委員会

７月１日（水） 学会会議室 •  機関誌編集発行業務見直し
•各部会懸案事項の検討
•その他

第３回
年間優秀論文賞
選考委員会

７月１日（水） 学会会議室 •平成 26 年年間優秀論文賞授賞候補者の選考について
•その他

第２回
運営理事会

７月 15 日（水） 学会会議室 •  今期の方針•構想について
•  平成 27 年度各種委員会等の運営体制について
•  技術賞および技術奨励賞での賞状およびメダルの授与に

ついて
•  平成 27 年度支部活動運営費補助額について
•  年会講演要旨集の電子化について
•  ランチョンセミナーの新設について
•  平成 26 年年間優秀論文賞授賞候補者について
•  各委員会報告
•  その他
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講演会プログラム
•「 日本水環境学会東北支部平成 25 年度東北水環

境保全賞受賞記念講演」
大館自然の会　会長　伊藤郁夫氏 

•「自立共生社会の水と産業」
東北大学名誉教授　加藤康司氏

４．支部セミナー
開催日：2014 年 12 月 10 日（水）
場　所：仙台市宮城野区文化センター
参加者：70 名

セミナープログラム
《第１部》
～ 水辺のすこやかさ指標をめぐる最近の動向～

環境省水大気局水環境課　岡島一徳氏，
日本水境学会副学会長　古米弘明氏，

㈱共立理化学研究所　石井誠治氏による講演
《第２部》
～東北地域のいくつかの実践事例の紹介～

青森大学　角田均氏，
山形県環境科学研究センター　佐藤勉氏，

宮城大学　原田茂樹氏，東北工業大学　矢野篤男氏，
宮城県工業高校 3 年生課題研究グループ，

宮城県工業高校　平吹孝氏による東北地域での実践報告
５．支部研究発表会

開催日：2015 年 1 月 10 日（土）
場　所：東北工業大学八木山キャンパス工学
　　　　研究科総合研究棟
発表件数：社会人・大学院生部門 6 件，学部
　　　　　生部門 10 件
表　彰： 社会人・大学院生部門と学部生部門に分け

て審査。
社会人・大学院生部門：
優秀発表賞（1 名），奨励賞（2 名），学部生部
門優秀発表賞（1 名），奨励賞（4 名）を選考

（表彰者数）
参加費：学生は無料，社会人・教員は 2000 円
参加者：46 名

６．研究会活動
•人工湿地研究会

第 9 回人工湿地ワークショップ 2014 in 仙台を開催
開催日：2014 年 8 月 29 ～ 30 日
場　所：現地見学会
仙台市・国見の民家（家庭排水処理人工湿地）
塩釜市・㈱渡會（バイオガス消化液処理人工湿地）
研究発表会 東北工業大学一番町ロビー 4 Ｆ
参加者：現地見学会 23 名，研究事例発表会 27 名

•水環境総合性指標研究会
①  10 月 7 日，8 日「水辺の健やかさ指標」の仙台

市民を対象とした指導者研修
② 宮城県工業高校での「水辺の健やかさ指標」用い

た授業・水環境調査
③ 青森県・六ヶ所村立尾駮小学校での総合的学習授

業・現地調査
④ 宮城大学での「水辺の健やかさ指標」用いた授業・

水環境調査
⑤ 総合性指標研究会と東北支部との共同による支部

セミナー「水辺のすこやかさ指標による水環境の
多様な評価」の開催

•水ものがたり研究会
第 12 回　水ものがたり研究発表会
日　時：2015 年 3 月 14 日（土）10：00 ～ 16：30
場　所：東北大学工学部土木大講義室・土木演習室
参加者数：100 名
概　要： 高校生・大学生らによる口頭発表が 11 件，

ポスター発表が 11 件あった。
７． 「東北・水すまし賞」［東北水環境保全賞］の選考・
表彰の実施

水環境文化賞の推薦および受賞・東北水環境保全賞の
選考および授賞

「細越ホタルの里の会」（青森県）
東北・水すまし賞の選考および授賞

「加美農業高校」（宮城県）
「六ヶ所村立尾駮小学校」（青森県）

▼関東支部

１．総　会
•開催日：平成 26 年 6 月 7 日（土）13：00 ～ 13：30

場　所：日本大学理工学部駿河台校舎
出席者：21 名
内　容：活動報告・決算報告，活動計画・予算

２．役員会（幹事会）
•開催日：平成 26 年 5 月 10 日（土）15：30 ～ 17：00

場　所：日本大学駿河台校舎
出席者：22 名
内　容： 平成 25 年度活動報告，平成 26 年度活動計

画，会計報告，幹事体制
•開催日：平成 26 年 12 月 6 日（土）15：00 ～ 17：00

場　所：日本大学理工学部駿河台校舎
出席者：11 名
内　容：部会報告・次年度幹事体制

•開催日：平成 27 年 2 月 26 日（木）10：00 ～ 11：30
場　所：東京都環境科学研究所
出席者：11 名
内　容：部会報告・次年度幹事体制

３．主催事業【講演会・見学会・研修会・支部表彰等】
•特別講演会

開催日：平成 26 年 6 月 7 日（土）15：20 ～ 17：00
場　所：日本大学理工学部駿河台校舎
講　師： 東京都，神奈川県，千葉県，埼玉県，山梨

県の各都県代表幹事
テーマ：関東地方の水環境の現状と展望Ⅰ
出席者：43 人

•支部表彰
水環境保全活動奨励賞：かわごえ環境ネット
水環境保全特別賞：埼玉県川の国応援団

•見学会
葛西臨海水族園バックヤードツアー
開催日：平成 27 年 2 月 26 日 （木） 14：00 ～ 16：30
場　所：葛西臨海水族園
参加者：41 人

４．共催事業
•第 17 回千葉県環境教育研究会発表会

313Vol. 38（A）  No. 8（2015）



開催日：平成 27 年 2 月 22 日（日）
場　所：千葉大学西千葉キャンパスけやき会館

５．支部HPによる会員への情報発信
情報提供，幹事のリレーエッセイ掲載（第 36 ～ 38 回）

６．関東支部「みーず計画」
市民活動部会のなかに「みーず計画」チームをつくり，

「走りながら考える」方式で，水環境の分野でまだまだ
少ない女性が元気に活躍できるための事業を模索した。

⑴ 女子中高生夏の学校 2014
　 「女子中高生夏の学校 2014（8 月 7 日～ 9 日）」は，

独立行政法人科学技術振興機構の委託により国立
女性教育会館が主催する事業で，学会本部と連携
を取り，日本水環境学会として昨年度に引き続き
参加した。女子学生 2 人と水に関わる仕事をして
いる女性 3 人の計 5 人が担当し，「サイエンスアド
ベンチャーⅠ～ミニ科学者になろう」という実験・
実習プログラムにおいて，「身近な川の水環境を調
べよう」をテーマに参加型の展示を行った。

⑵  ランチョンセミナー（中部支部・関東支部・金沢
大学男女共同参画キャリアデザインラボ共同企画）

　 中部支部，関東支部，および金沢大学男女共同参画
キャリアデザインラボの共同企画として，年会参加
の学生ならびに会員を対象に，水環境にかかわる各
種機関で働く女性たちから仕事の内容を紹介してい
ただき，懇談を行うランチョンセミナーを開催した。

▼中部支部

１．支部役員会
開催日時：平成 26 年 10 月 3 日（金）11：00 ～ 12：00
場　所： 三重県教育文化会館 5 階 中会議室（津市桜

橋 2-142）
出席者：12 名（委任状提出：12 名）
議　題：⑴平成 25 年度事業報告および収支決算報告
　　　　⑵ 平成 26 年度事業計画（案）および収支予

算（案）
　　　　⑶平成 26 年度支部役員選任（案）

2．支部総会
開催日時：平成 26 年 10 月 3 日（金）13：30 ～ 14：00
場　所： 三重県教育文化会館 5 階 大会議室（津市桜

橋 2-142）
出席者：14 名
議　題：⑴平成 25 年度事業報告および収支決算報告
　　　　⑵ 平成 26 年度事業計画（案）および収支予

算（案）
　　　　⑶平成 26 年度支部役員選任（案）

3．支部講演会
開催日時：平成 26 年 10 月 3 日（金）14：20 ～ 16：15
場　所： 三重県教育文化会館 5 階 大会議室（津市桜

橋 2-142）
参加者： 27 名（うち非会員 11 名）
内　容：⑴「 安定同位体比から見る生態系～地域スケー

ルの水循環」 松尾奈緒子氏
（三重大学大学院生物資源学研究科　講師）

　　　　⑵ 「伊勢湾の海域環境と干潟藻場再生」
国分秀樹氏

（三重県水産研究所鈴鹿水産研究室　主任研究員）

4．支部連絡委員会への出席
⑴ 第 1 回支部連絡委員会
開催日時：平成 26 年 9 月 9 日（火）12：30 ～ 13：45
場　所：滋賀県立大学（滋賀県彦根市）
出席者： 支部担当理事（本部），支部担当幹事（本部），

各支部幹事長
⑵ 第 2 回支部連絡委員会
開催日時：平成 27 年 3 月 18 日（水）12：20 ～ 14：00
場　所：金沢大学（石川県金沢市）
出席者： 事務局長（本部），支部担当幹事（本部），各

支部幹事長
5．その他

ホームページ更新

▼関西支部

１．総　会
開催日：平成 26 年 12 月 12 日（金）
場　所：㈻常翔学園大阪センター
内　容：活動，決算，役員，活動予定，予算報告
２．理事会

開催日：平成 27 年 1 月 21 日（水）
場　所：㈻常翔学園大阪センター
内　容： 決算・予算・平成 27 年度役員承認，行事予

定大綱の決定
３．幹事会

平成 26 年 4 月 24 日，8 月 7 日，11 月 6 日，
平成 27 年 1 月 15 日
４．支部講演会

総会と同時に開催。関西水環境賞，奨励賞，社会・文
化賞の受賞者講演を行った。
５．研究部会活動

川部会（河川現地調査，「琵琶湖・淀川流域散策ブッ
ク」を（公財）琵琶湖・淀川水質保全機構と共同企画で
発行，環境技術への掲載），環境モニタリング情報部会，
化学物質部会の 3 部会にて活動を行った。
６．第 17回日本水環境学会シンポジウム開催

開催日：平成 26 年 9 月 8 日（月）～ 10 日（水）
場　所：滋賀県立大学 
内　容： 研究集会，研究委員会セッション，本部企画，

特別講演会，支部企画，企業展示，ランチョ
ンセミナー，現地見学会等（参加者 428 名）

７． 支部企画（第 17回日本水環境学会シンポジウムと
あわせて開催）

「水質モニタリングの過去・現在・未来～琵琶湖・淀
川水系からの発信～」（平成 27 年 9 月 9 日）
「水質モニタリングの展望」，「琵琶湖の水質モニタリ

ングの現状と成果」，「都市河川の水質汚濁対策に見る水
質改善努力の歴史」，「淀川下流域の水質モニタリングの
変遷」，「リアルタイム計測によるモニタリングデータ活
用とその展望」，「淀川および桂川・宇治川・木津川等で
の高頻度水質負荷量調査から見えるもの」，「淀川水系中
下流域における医薬品成分の存在実態」，「残留実態が明
らかでない農薬の分析法開発とその適用」の８件の発表。
８． 見学会（第 17回日本水環境学会シンポジウムとあ
わせて開催）

「琵琶湖の流入河川における市民・行政・研究者の環
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境保全の取り組み視察」を実施した。（平成 26 年 9 月
10 日，参加者 30 名，琵琶湖，家棟川流域（滋賀県野洲市・
守山市）観光船乗船）
９．支部表彰の実施

関西水環境賞，奨励賞，社会・文化賞の三賞を公募，
選考し，各賞の受賞者を決定し，総会において表彰式，
および受賞者講演を行った。

選考委員会：平成 26 年 10 月 28 日，10 月 31 日
表彰委員会：平成 26 年 11 月 4 日
表　彰　式：平成 26 年 12 月 12 日
受賞者
関西水環境賞：  奥野年秀氏，森澤眞輔氏
奨　励　賞：入江政安氏
社会・文化賞：武庫川の治水を考える連絡協議会
10．支部創立 30周年記念事業

• 支部ニュースレター No. 18「かんすい創立 30 周年
記念号」の発行。

• 創立 30 周年記念講演会（支部総会と同時に開催）
　「 水環境分野における学会と自治体の海外戦略～日

本水環境学会関西支部の 30 年を世界と関西のこれ
からの 30 年に生かす～」

▼中国 ･四国支部

１．支部幹事会・総会
日　時：平成 26 年 5 月 16 日（金）13：00 ～ 14：10
場　所：高知県立県民文化ホール 4F 第 8 多目的室
平成 25 年度の事業報告，決算，会計監査報告につい

て幹事会，総会において審議の結果，承認された。また，
平成 26 年度の支部役員案，事業計画案，予算案につい
ても幹事会，総会において審議の結果，承認された。あ
わせて，第 50 回日本水環境学会年会（平成 28 年 3 月）
の開催地として徳島大学（徳島県）の可能性について議
論が行われた。
２． 支部幹事会兼第50回年会（徳島大会，平成28年3月）
準備会合

日　時：平成 27 年 1 月 7 日（水）12：30 ～ 14：00
場　所：徳島大学工学部（徳島市南常三島町 2-1）
　　　　総合研究実験棟 6 階 605 会議室内
 徳島地区の会員ほか中国・四国支部の幹事約 20 名を
集め，平成 28 年 3 月開催の第 50 回日本水環境学会年
会徳島大会について，第 49 回の準備状況や現状，役
割分担について議論が行われた。

３．地域分科会・講演会
1  大気環境学会・日本水環境学会・廃棄物資源循環

学会中国四国支部合同講演会
日　時：平成 26 年 5 月 16 日（金）14：20 ～ 17：00
場　所： 高知県立県民文化ホール 4F　第 7・8 多目

的室
　 「災害発生時の環境問題対策」と題して4件の依頼講演，

水環境学会からは清水芳久教授が「大規模災害発生
時の衛生的し尿分離型トイレの有効性」について講演

2  第９回水環境フォーラム in 岡山
日　時：平成 26 年 7 月 5 日（土）13：30 ～ 17：00
場　所：オルガ５階会議室「スカーレット」（岡山市）
 岡山理科大学環境教育地域支援研究会，（財）おかや
ま環境ネットワークと共催でお濠の水質浄化やヒシ

の植栽の効果など岡山理科大学から 4 件の依頼講演
を実施

3  第 45 回水環境フォーラム山口
日　時：平成 26 年 9 月 6 日（土）13：00 ～ 17：00
場　所： 山口大学工学部 D 講義棟 D21 講義室（山

口県宇部市）
 山口大学，宇部市上下水道局，山口県保健環境セン
ター，宇部高専などから 5 件の依頼講演を実施

4  第 46 回水環境フォーラム山口
日　時：平成 27 年 1 月 31 日（土）13：00 ～ 16：40
場　所： 山口県環境保健センター大歳庁舎（山口市）
 山口大学，山口県環境保健センター，宇部高専など
から 5 件の依頼講演を実施

5  第 10 回水環境フォーラム in 岡山
日　時：平成 27 年 2 月 28 日（土）13：30 ～ 16：30
場　所：オルガ５階会議室「スカーレット」（岡山市）
 国立保健医療科学院，岡山市水道局，国土交通省岡
山河川事務所から水道水の安全・安心についての 3
件の依頼講演を実施

４．研究助成・発表助成
1 件の発表助成を採択
５．ニュースレターの発行

Vol. 16 No. 1（平成 26 年 5 月 2 日），No. 2（同 6 月 16
日），No. 3（同 8 月 25 日），No. 4（平成 27 年 1 月 6 日），
No. 5（同 2 月 12 日）をメールで配信
６．その他

シンポジウム，講演会等の開催情報は，随時，メール
にて配信

▼九州沖縄支部

１．役員会
開催日：平成 26 年 12 月 6 日（土）
開催場所：福岡市保健環境研究所・会議室
内　容： 平成 26 年度支部役員の確認，ニューズレ

ターの発行，環境リーダー育成プログラム
MINAMATA UNIT 2014 への後援，平成 26
年度若手研究・実務者育成基金，「佐賀の水環
境を探ろう」への共催，その他

開催日：平成 27 年 2 月 28 日（土）
開催場所： 鹿児島高専・都市環境デザイン工学科棟

4C 教室
内　容： 平成 26 年度支部活動報告・会計報告，次年度

事業計画，平成 27 年度支部役員，論文作成・
投稿支援事業の提案，その他

※ 役員会・幹事会・各種委員会審議は，随時，電子メー
ルにより実施。

2. 支部大会および総会
開催日：平成 27 年 2 月 28 日（土）
場　所： 独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島

工業高等専門学校
　　　　（ 〒 899-5193　鹿児島県霧島市隼人町真孝

1460-1）
内　容：総会・特別講演・研究発表会　
⑴総会： 平成 26 年度の活動報告，経理決算，次年度活

動計画および支部役員についての報告がなさ
れ，すべて承認された。
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⑵特別講演：
演題「前田用水を読む -「地域に問う」の意味 -」

（約 70 名参加）
講師　農学博士　門松　経久氏　畑の郷　水土利館

⑶研究発表会： 
• 口頭発表 56 題　約 80 名参加
• 学生優秀講演者賞：末永雄一（熊本大）・朴英（長

崎大院）・藤家将吾（北九州市立大）・寺西康太郎（宮
崎大）・藤木健司（鹿児島大院）・柳田真志（北九州
市立大）・吉村純一（九工大院）・牛島理博（宮崎大
院）・西山正晃（宮崎大院）・浜知広（鹿児島大院）・
池上梓（九工大院）・高見誠也（鹿児島高専）・荒生
靖大（宮崎大院）・軸丸智菜美（熊本大院）・高致晟

（佐賀大）・上田橋克（鹿児島高専専攻科）
3．支部ニューズレターの発行
　No. 23（平成 26 年 6 月）
4． 環境リーダー育成プログラム MINAMATA UNIT 
2014 への後援

　主催は九州大学，共催は北九州市立大学，東北大学，筑
波大学（平成 26 年 9 月 26 日～ 30 日）
5．「佐賀の水環境を探ろう」への共催

主催は低平地研究会水専門部会であり，鬼倉先生によ
る講演および現地見学会を行い，新聞および NHK 佐賀

で報道された。（平成 26 年 7 月 11 日～ 12 日）
6． 第9回低平地に関する国際シンポジウム（ISLT2014）
への共催
主催は IALT（国際低平地研究協会），共催は日本水環

境学会九州沖縄支部，土木学会西部支部であった。123
編の論文が投稿され，15カ国 157名の参加があった。（平
成 26 年 9 月 29 日～ 10 月 1 日）
7． 支部学術研究補助

•  支部水環境若手研究・実務者育成基金による学術研
究補助事業：福岡市保健環境研究所の戸渡寛法氏（国
内（第 17 回日本水環境学会シンポジウム）研究発
表補助）

•  支部プロジェクト研究支援：小学生を対象に，遠賀
川流域の北九州を通る支川である笹尾川で行った。
事前学習と河川水質調査を行った。（平成 26 年 6 月
11 日）

8． 支部表彰
•  学術賞　応募者なし
•  学術奨励賞　該当者なし
•  水環境貢献賞： 宮崎県立都城工業高校化学技術部（都

城地区河川水質改善プロジェクトで
の水質検査などの活動）

9． 九州沖縄支部HPによる役員・会員への情報発信
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